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3月定例会の概要

○一般会計・特別会計・企業会計の予算を可決
○文化芸術センター・庭園の指定管理者を決定

宝塚市議会ホームページアドレス　http://www.city.takarazuka.hyogo.jp/gikai/index.html

議場コンサート 　中田　潔子ヴァイオリンコンサートを開催（16面）
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2019年度
一般会計・特別会計 予算を可決

3 月定例会の初日（ 2 月15日）に市長から16件の新年度予算が提案されました。
市議会では、予算特別委員会を設置し、 3 月11日〜15日にかけて慎重審査を行いました。
3 月定例会の最終日（ 3 月27日）の本会議において、全ての予算が可決されました。

委

会

査

員

審

新
年
度
予
算
案
と
財
政
状
況

一
般
会
計
は
、
予
算
規
模
が

７
９
４
億
２
千
万
円
。
前
年
度

比
で
６
億
７
千
万
円
（
０
・
９

％
）
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
別
会
計
15
件
に
つ

い
て
は
、
予
算
規
模
の
合
計
額

が
４
８
０
億
３
千
万
円
余
。
前

年
度
比
で
11
億
９
千
万
円
余

（
２
・
５
％
）
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

本
市
の
財
政
状
況
は
、
歳
入

で
は
、
市
税
や
国
か
ら
の
交
付

金
な
ど
、
大
幅
な
増
加
を
見
込

め
る
状
況
に
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
歳
出
で
は
、
子
育
て

支
援
の
充
実
や
高
齢
社
会
の
進

展
に
よ
る
社
会
保
障
関
連
経
費

の
増
加
や
公
共
施
設
の
老
朽
改

修
な
ど
、
支
出
増
の
要
因
が
山

積
し
て
お
り
、
新
年
度
も
引
き

続
き
厳
し
い
財
政
運
営
が
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。

予
算
特
別
委
員
会
で
の
審
査

一
般
会
計
予
算
で
は
、
経
常

収
支
比
率
が
１
０
０
％
を
超
え
、

予
備
費
１
億
円
を
含
む
、
６
億

３
４
０
０
万
円
も
の
財
政
調
整

基
金
（
※
）
の
取
り
崩
し
を
計

上
し
て
い
ま
す
。
予
算
特
別
委

員
会
で
は
、
こ
う
し
た
背
景
を

踏
ま
え
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

の
着
実
な
実
行
や
行
財
政
改
革

推
進
の
観
点
か
ら
質
疑
が
行
わ

会査 審
査

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
第
６
次
総
合
計
画
の

策
定
な
ど
、　
「
今
後
10
年
の
宝

塚
市
の
姿
」
を
考
え
て
い
く
上

で
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少

が
進
む
中
で
の
待
機
児
童
対
策

や
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な

ど
、
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ

た
質
疑
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
市
民
福
祉
金
の
段

階
的
廃
止
に
伴
う
代
替
策
な
ど

の
新
規
拡
充
事
業
や
児
童
虐
待
、

い
じ
め
対
策
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
観
点
か
ら
質
疑
を
行
い
、
市

の
考
え
方
や
方
向
性
を
た
だ
し

ま
し
た
。

主

質
な

疑

問
　
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に

つ
い
て
、
ど
う
い
っ
た
こ
と
が

条
例
で
整
備
さ
れ
る
想
定
か
。

答
　
具
体
的
な
内
容
は
検
討

中
だ
が
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
根
拠
規
定
と
な
る
。
定
義
、

運
営
、
活
動
、
市
と
の
連
携
が

盛
り
込
ま
れ
る
と
考
え
る
。

問
　
非
常
備
消
防
事
業
で
、

消
防
団
員
２
０
０
人
分
の
報
酬

を
予
算
計
上
。
年
齢
要
件
を
緩

和
し
た
効
果
及
び
消
防
団
員
の

昼
間
の
勤
務
地
の
把
握
は
。

答
　
年
齢
制
限
の
上
限
撤
廃

以
降
、
６
人
が
入
団
。
勤
務
地

は
未
調
査
だ
が
、
会
社
員
等
の

被
用
者
が
七
十
数
％
で
あ
る
。

問
　
ひ
と
り
親
家
庭
生
活
学

習
支
援
事
業
は
民
間
事
業
者
に

委
託
さ
れ
る
。
今
後
の
市
の
サ

ポ
ー
ト
は
。

答
　
今
後
の
方
向
性
は
進
学

を
中
心
に
考
え
て
い
る
が
、
子

ど
も
た
ち
が
抱
え
る
悩
み
等
に

つ
い
て
、
市
と
事
業
者
が
連
携

し
て
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
き
た
い
。

問
　
新
ご
み
処
理
施
設
整
備

事
業
の
計
画
が
当
初
よ
り
２
年

ほ
ど
延
伸
。
老
朽
化
が
進
む
現

施
設
に
影
響
が
出
る
の
で
は
。

答
　
施
設
が
古
い
分
リ
ス
ク

は
大
き
い
が
、
新
旧
い
ず
れ
の

施
設
で
も
、
基
本
的
に
毎
年
一
、

二
億
円
の
整
備
費
が
必
要
。

問
　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

事
業
の
対
象
者
の
予
測
は
。

答
　
対
象
者
は
最
大
値
で
非

課
税
者
が
５
万
人
、
０
～
２
歳

児
が
６
千
人
。
過
去
の
状
況
か

ら
、
申
請
率
は
約
85
％
と
想
定
。

問
　
特
別
会
計
介
護
保
険
事

業
費
予
算
に
つ
い
て
、
低
所
得

者
保
険
料
軽
減
繰
入
金
を
９
千

万
円
程
度
増
額
し
た
理
由
は
。

答
　
平
成
27
～
30
年
度
ま
で

は
第
１
段
階
の
保
険
料
の
軽
減

を
実
施
し
た
。
平
成
31
年
度
か

ら
は
消
費
税
増
税
に
伴
い
、
第

２
段
階
、
第
３
段
階
と
拡
大
し
、

対
象
者
が
増
え
る
た
め
。

総

質
括

疑

問
　
財
政
調
整
基
金
を
取
り

崩
し
た
予
算
編
成
に
つ
い
て
、

市
と
し
て
ど
う
考
え
る
の
か
。

答
　
歳
入
の
範
囲
で
歳
出
を

組
む
行
財
政
運
営
が
目
指
す
べ

き
姿
。
行
財
政
改
革
等
で
効
果

を
出
し
な
が
ら
、
着
実
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
　
市
営
住
宅
の
家
賃
滞
納

で
は
、
滞
納
額
が
３
０
０
万
円

に
な
る
な
ど
払
え
な
い
額
に
な

っ
て
い
る
。
法
令
や
条
例
で
は

明
け
渡
し
請
求
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
、
３
カ
月
の
滞
納
と
し
て
い

る
。
滞
納
者
の
負
担
を
大
き
く

せ
ず
、
法
令
を
順
守
す
る
た
め

に
も
、
滞
納
３
カ
月
以
上
の
人

へ
の
対
応
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

答
　
新
た
に
債
権
整
理
要
綱

を
作
り
直
し
、
早
期
対
応
に
努

め
て
い
る
。
３
カ
月
を
契
機
と

し
て
納
付
相
談
等
を
行
い
、
適

切
な
対
応
を
行
う
た
め
、
入
居

者
の
生
活
実
態
を
把
握
し
て
、

せ
い
か
つ
応
援
セ
ン
タ
ー
に
つ

な
ぐ
な
ど
の
対
応
を
行
う
。

問
　
障
害
者
福
祉
事
業
で
は
、

市
単
独
事
業
が
約
８
割
あ
る
。

社
会
保
障
給
付
の
増
加
で
市
民

一
人
当
た
り
の
コ
ス
ト
が
増
加
。

持
続
可
能
な
行
政
運
営
と
す
る

た
め
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
財
政
状
況
や
行
政
能
力

を
考
え
る
と
、
地
域
社
会
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
機
能
は
必
要
。
行
政
と

し
て
す
べ
き
こ
と
を
見
極
め
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
配
食
サ
ー
ビ
ス
が
終
了

す
る
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

は
一
定
の
役
割
を
終
え
た
と
の

こ
と
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
質
を

ど
う
担
保
し
て
い
く
の
か
。

答
　
配
食
サ
ー
ビ
ス
終
了
に

当
た
っ
て
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、

民
間
事
業
者
等
と
連
携
し
て
丁

寧
な
対
応
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問
　
ひ
と
り
親
家
庭
生
活
学

習
支
援
の
対
象
者
は
、
児
童
扶

養
手
当
の
受
給
世
帯
だ
が
、
対

象
外
で
も
困
窮
す
る
家
庭
は
多

い
。
市
民
福
祉
金
の
代
替
施
策

と
し
て
不
平
等
感
を
感
じ
る
が
。

答
　
対
象
者
は
今
現
在
、
貧

困
で
あ
る
こ
と
が
前
提
に
な
る
。

今
後
、
基
金
の
状
況
や
専
門
的

知
見
を
踏
ま
え
、
対
象
拡
大
や

新
た
な
施
策
を
検
討
し
た
い
。

問
　
男
女
共
同
参
画
に
係
る

予
算
の
多
く
が
、
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
料
。

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
中
で
、

対
象
者
が
偏
っ
て
い
な
い
か
。

答
　
同
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と

し
た
啓
発
は
指
定
管
理
者
に
任

せ
、
同
セ
ン
タ
ー
以
外
の
出
前

講
座
な
ど
の
啓
発
は
市
が
行
い
、

補
完
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
　
「
Ｃ
Ａ
Ｐ
」
い
じ
め
防

止
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
平
成
30
年

度
か
ら
開
始
し
た
が
、
新
年
度

予
算
で
半
分
の
１
０
０
万
円
を

削
減
。
子
ど
も
た
ち
の
命
を
守

る
視
点
で
い
け
ば
、
予
算
を
補

正
し
て
で
も
充
実
す
べ
き
で
は
。

答
　
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

で
成
果
が
出
て
い
る
。
今
後
、

指
摘
を
踏
ま
え
て
検
討
し
た
い
。

◆本会議での各議員の賛否（賛成＝○、反対＝×）　※議長は表決に加わりません。

会　派　名 たからづか
真政会

公明党
議員団

日本共産党
宝塚市会
議員団

安全で
誇れる宝塚
をつくる会

市民
ネット
宝塚

ともに
生きる

市民の会

無
所
属

議員名

案件名

伊
福 

義
治

浅
谷　

亜
紀

大
川　

裕
之

た
け
し
た
正
彦

冨
川
晃
太
郎

江
原　

和
明

中
野　
　

正

藤
岡　

和
枝

三
宅　

浩
二

と
な
き
正
勝

田
中　

こ
う

た
ぶ
ち
静
子

み
と
み
稔
之

北
山　

照
昭

細
川　

知
子

若
江
ま
さ
し

寺
本　

早
苗

石
倉
加
代
子

北
野　

聡
子

井
上　
　

聖

大
島
淡
紅
子　

梶
川
み
さ
お

岩
佐
ま
さ
し

後期高齢者
医療事業費 ○○○○○○○○○××××○○○○○

※
議
長
○○○○

その他の会計予算については全員一致で可決しています。

各会計別歳入歳出予算額の概要 （単位：千円）及び審議結果

会　　計　　別 2019年度
予算額

2018年度
予算額 増減額 増減比

（％） 審議結果

一 般 会 計（Ａ） 79,420,000 78,750,000 670,000 0.9 可決（全員一致）

特 別 会 計（Ｂ） 48,031,135 46,839,962 1,191,173 2.5 －

国民健康保険事業費 22,061,100 22,437,400 △ 376,300 △ 1.7 可決（全員一致）

国民健康保険診療施設費 106,800 114,200 △ 7,400 △ 6.5 可決（全員一致）

農業共済事業費 216,500 136,500 80,000 58.6 可決（全員一致）

介護保険事業費 21,047,300 19,721,300 1,326,000 6.7 可決（全員一致）

後期高齢者医療事業費 4,244,400 4,157,300 87,100 2.1 可決（賛成多数）

財産区（９件） 150,735 86,262 64,473 74.7 可決（全員一致）

宝塚市営霊園事業費 204,300 187,000 17,300 9.3 可決（全員一致）

計（Ａ+Ｂ） 127,451,135 125,589,962 1,861,173 1.5 －

予算特別委員会
（平成31年 2 月27日設置）
後列左から　たけした正彦、江原和明、寺本早苗、藤岡和枝
浅谷亜紀、となき正勝、みとみ稔之、若江まさし
前列左から　井上　聖、◎大川裕之、○梶川みさお、岩佐まさし
の各委員（◎委員長、○副委員長）

歳　入
794億2千万円

市税　44.6％
353億8,886万円

国庫支出金　17.0％
134億9,971万5千円

市債　10.0％
79億5,088万7千円

県支出金　7.1％
56億5,694万4千円

地方交付税　5.0％
39億7,700万円

地方消費税交付金　4.5％
35億8,200万円

使用料及び手数料　2.8％
22億1,541万6千円

諸収入　2.2％
17億1,113万7千円

分担金及び負担金　1.3％
9億9,573万1千円

繰入金　1.7％
13億6,035万7千円

寄附金　0.8％
6億4,640万2千円

地方特例交付金　0.8％
6億49万4千円

その他　2.2％
18億3,505万7千円

歳　出
794億2千万円

総務費　10.9％
86億6,448万6千円 教育費　11.1％

87億6,806万9千円

公債費　9.9％
78億9,101万円

土木費　8.8％
69億9,862万1千円

議会費　0.6％
4億8,831万1千円

その他　0.8％
6億3,582万円

消防費　2.9％
23億3,460万2千円

商工費　1.1％
8億2,712万6千円

民生費　45.7％
363億2,043万2千円

衛生費　8.2％
64億9,152万3千円

一般会計  歳入歳出予算の款別構成比

※財政調整基金（＝財政調整積立金）とは
　地方公共団体において年度間の財源の不均衡を調整するための積立金のこ
とです。地方公共団体の健全な財政運営を確保するための「貯金」と言えま
す。社会情勢や経済状況の変動などによる収入減、災害等により生じる予期
せぬ支出を埋めるとき、緊急性の高い大規模な事業の経費等に充てられます。

［
討
論
の
概
要
］

本
会
議
で
、
後
期
高
齢
者
医

療
事
業
費
予
算
に
対
し
て
次
の

反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
を
別
枠

の
保
険
に
囲
い
込
む
差
別
的
な

医
療
制
度
で
あ
り
、
75
歳
以
上

の
人
口
と
医
療
費
が
増
え
る
と

保
険
料
に
跳
ね
返
る
制
度
設
計

に
な
っ
て
い
る
。
制
度
自
体
に

反
対
す
る
趣
旨
か
ら
、
本
議
案

に
反
対
す
る
。
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施

方
政

針

１
年
間
の
市
政
運
営
に
関
す

る
設
計
図
で
、
基
本
方
針
と
主

要
な
施
策
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま

す
。
市
長
か
ら
３
月
定
例
会
で

示
さ
れ
、
そ
の
方
針
に
沿
っ
て

平
成
31
年
度
予
算
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

�

と
き
め
く
日
々
が
、

　
　

た
か
ら
も
の
。
宝
塚

人
々
の
絆
の
輪
を
広
げ
、
誰

も
が
生
き
や
す
い
社
会
の
実
現

を
目
指
す
。

市
政
運
営
の
基
本
方
針
（
抜
粋
）

１　

命
を
守
る
ま
ち
づ
く
り

自
ら
災
害
に
備
え
る
意
識
の

醸
成
を
図
り
、
地
域
で
の
支
え

合
い
を
よ
り
強
く
し
、
日
頃
か

ら
災
害
へ
の
備
え
や
避
難
に
関

す
る
情
報
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

市
の
万
全
な
体
制
を
確
保
す
る
。

２　

  

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り

高
齢
者
か
ら
子
育
て
世
代
ま

で
幅
広
い
層
が
集
え
る
居
場
所

づ
く
り
や
、
高
齢
者
が
就
労
や

地
域
で
活
躍
し
、
生
き
が
い
を

得
る
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て

検
討
を
重
ね
る
。

３　

  

将
来
を
見
据
え
た
行
財
政

運
営

時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
、
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
市
民
の
要
請
に

応
え
、
行
政
の
役
割
を
果
た
す

た
め
、
既
存
事
業
の
見
直
し
や

選
択
と
集
中
に
よ
る
財
源
確
保

に
努
め
る
と
と
も
に
、
安
定
し

た
財
政
基
盤
を
確
立
す
る
。

主
要
な
施
策
（
抜
粋
）

１　

こ
れ
か
ら
の
都
市
経
営

・
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
条
例

で
位
置
付
け

・
建
物
施
設
の
保
有
量
最
適
化

方
針
を
策
定

・
新
庁
舎
工
事
及
び
ひ
ろ
ば
整

備
工
事
に
着
手

・
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
の
用

途
を
廃
止
し
、
西
谷
地
域
の

行
政
拠
点
と
す
る
た
め
の
耐

震
改
修
工
事
に
着
手

２　

安
全
・
都
市
基
盤

・
地
区
防
災
計
画
作
成
な
ど
共

助
の
取
り
組
み
を
推
進

・
「
機
能
別
消
防
分
団
」
を
発

足
・
安
全
・
安
心
カ
メ
ラ
を
当
初

計
画
箇
所
全
て
に
設
置

・
犯
罪
被
害
者
な
ど
に
寄
り
添

っ
た
支
援
を
推
進

・
都
市
計
画
道
路
や
一
般
市
道

を
計
画
的
、
効
率
的
に
整
備

・
上
水
道
の
老
朽
化
し
た
管
路

や
配
水
池
・
加
圧
所
の
耐
震

化
を
実
施

３　

健
康
・
福
祉

・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
引
き
続
き
開
催

・
市
内
福
祉
事
業
所
な
ど
に
よ

る
共
同
受
注
窓
口
の
活
動
に

対
す
る
助
成
を
開
始

・
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援

事
業
を
開
始

・
市
立
病
院
に
つ
い
て
兵
庫
医

科
大
学
と
の
連
携
を
強
化

４　

教
育
・
子
ど
も
・
人
権

・
中
山
五
月
台
小
学
校
と
中
山

桜
台
小
学
校
の
統
合
に
向
け

た
取
り
組
み
を
協
働
で
推
進

・
中
学
校
部
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
新
た
に
策
定

・
た
か
ら
っ
子
「
育
み
」
プ
ラ

ン
後
期
計
画
に
、
保
育
の
質

に
配
慮
し
た
対
応
を
付
加

・
経
済
的
に
厳
し
い
ひ
と
り
親

世
帯
へ
の
学
習
塾
を
利
用
し

た
生
活
学
習
支
援
を
実
施

・
市
立
保
育
所
に
、
災
害
発
生

時
な
ど
に
保
護
者
へ
緊
急
連

絡
を
行
う
一
斉
メ
ー
ル
配
信

シ
ス
テ
ム
を
導
入

５　

環
境

・
「
省
エ
ネ
チ
ャ
レ
ン
ジ
た
か

ら
づ
か
」
を
実
施

・
公
園
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業

に
よ
り
、
地
域
活
動
を
活
性

６　

観
光
・
文
化
・
産
業

・
市
立
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
及

び
宝
塚
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー

庭
園
の
開
設
準
備
を
推
進

・
西
谷
産
農
産
物
の
地
産
地
消

を
推
進

・
手
塚
治
虫
記
念
館
の
第
２
期

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施

・
高
齢
者
の
「
生
き
が
い
就
労
」

の
場
を
創
出

た
か
ら
づ
か
真
政
会

５面上

・
将
来
を
見
据
え
た
協
働
の

ま
ち
づ
く
り

・
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

・
オ
ー
ル
宝
塚
と
し
て
の
観

光
安
全
で
誇
れ
る

宝
塚
を
つ
く
る
会
６面下

・
市
民
と
の
協
働
の
推
進

・
予
算
規
模
に
市
民
の
声
は

生
か
さ
れ
て
い
る
か

市
民
ネ
ッ
ト
宝
塚
７面上

・
こ
れ
か
ら
の
都
市
経
営

・
観
光
・
文
化
・
産
業

・
安
全
・
都
市
基
盤

・
命
を
守
る
ま
ち
づ
く
り

・
市
立
病
院

と
も
に
生
き
る

市
民
の
会

７面下

・
市
公
文
書
に
お
け
る
表
記

・
障
害
者
優
先
調
達
推
進
法

の
受
注
例

・
障
が
い
者
・
児
の
計
画
等

・
障
が
い
者
の
市
職
員
採
用

・
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化

公
明
党
議
員
団

５面下

・
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

・
阪
急
小
林
駅
周
辺
整
備
事

業
・
ひ
と
り
親
家
庭
生
活
学
習

支
援
事
業

・
中
学
校
の
部
活
動

・
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償

化
・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

日
本
共
産
党

宝
塚
市
会
議
員
団
６面上

・
平
和
啓
発
へ
の
取
り
組
み

を
・
消
費
税
増
税
に
よ
る
影
響

は
・
国
民
健
康
保
険
税
の
減
額

を
・
が
ん
検
診
受
診
率
向
上
を

　代表質問は、市長の施政方針や
予算の内容について、市議会がそ
の内容や考え方等を確認し、市政
運営について問いただすものです。
　本定例会では、 2 月26日、27日
の 2 日間、各会派を代表する６名
の議員が質問を行いました。

代 表 質 問



5 宝塚市議会報 第241号　令和元年（2019年）5月1日　

【
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
】

問　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を

条
例
で
位
置
付
け
る
目
的
は
。

答　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

定
義
や
運
営
、
活
動
、
市
と
の

連
携
に
関
す
る
こ
と
な
ど
の
基

本
的
な
事
項
を
整
理
し
、
地
域

自
治
の
基
盤
を
構
築
し
、
市
民

主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に

推
進
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
。

【
阪
急
小
林
駅
周
辺
整
備
事
業
】　

問　

新
年
度
の
事
業
内
容
は
。

答　

こ
れ
ま
で
主
に
地
権
者

団
体
と
協
議
を
行
い
、
駅
前
の

利
便
に
資
す
る
民
間
の
施
設
整

備
と
駅
前
に
必
要
な
公
共
施
設

整
備
を
官
民
で
役
割
を
分
担
し

て
整
備
す
る
方
向
性
で
ま
と
ま

っ
た
。
新
年
度
は
、
駅
前
ロ
ー

タ
リ
ー
な
ど
市
と
し
て
必
要
な

公
共
施
設
に
つ
い
て
、
今
後
の

事
業
計
画
の
基
礎
と
な
る
施
設

規
模
の
検
討
な
ど
を
行
う
予
定
。

問　

西
公
民
館
前
の
土
地
は

買
い
取
る
の
か
、
現
在
と
同
様

に
使
用
貸
借
を
続
け
る
の
か
。

答　

公
共
施
設
と
し
て
整
備

す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
原
則

買
い
取
り
を
考
え
て
い
る
。　

【
ひ
と
り
親
家
庭
生
活
学
習
支

援
事
業
】

問　

事
業
の
内
容
は
。

答　

ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど

も
に
生
活
習
慣
の
習
得
支
援
や

学
習
支
援
を
行
い
、
生
活
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
児
童
扶

養
手
当
受
給
世
帯
の
中
学
２
・

３
年
生
を
対
象
に
支
援
す
る
。

問　

学
習
支
援
は
週
何
回
開

催
し
、
会
場
は
市
内
何
カ
所
か
。

答　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
形
式
で

事
業
者
を
決
定
し
、
会
場
は
市

内
で
２
カ
所
以
上
を
設
け
た
い
。

回
数
に
つ
い
て
は
、
中
学
３
年

生
は
７
月
末
頃
か
ら
週
１
回
を

基
本
と
し
て
年
間
44
回
、
中
学

２
年
生
に
つ
い
て
は
、
10
月
か

ら
の
６
カ
月
間
で
週
１
回
、
年

間
24
回
を
想
定
し
て
い
る
。

【
中
学
校
の
部
活
動
】

問　

新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
で

き
た
が
、
休
養
日
設
定
や
１
日

の
活
動
時
間
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　

休
養
日
は
週
２
日
以
上

設
け
、
活
動
時
間
は
平
日
は
２

時
間
程
度
、
土
日
等
の
休
業
日

は
３
時
間
程
度
と
定
め
て
い
る
。

【
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
】

問　

市
の
方
針
は
。

答　

平
成
30
年
４
月
１
日
の

時
点
で
本
市
の
待
機
児
童
は
１

１
６
人
。
認
可
外
保
育
所
を
利

用
す
る
児
童
の
実
態
を
踏
ま
え
、

保
護
者
の
育
児
に
対
す
る
経
済

的
負
担
感
の
軽
減
に
つ
な
が
る

よ
う
、
対
象
施
設
を
限
定
し
な

い
方
向
で
準
備
を
進
め
て
い
る
。

【
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
】

問　

事
業
の
実
施
内
容
は
。

答　

消
費
税
・
地
方
消
費
税

の
増
税
に
よ
る
低
所
得
者
・
子

育
て
世
帯
へ
の
影
響
の
緩
和
及

び
地
域
の
消
費
喚
起
を
目
的
に
、

同
商
品
券
を
発
売
す
る
。
購
入

対
象
者
に
は
、
事
前
に
郵
送
で

商
品
券
の
購
入
に
関
す
る
個
別

案
内
を
行
い
、
購
入
希
望
者
に

対
し
て
購
入
引
換
券
を
送
付
し
、

販
売
窓
口
で
確
実
に
購
入
で
き

る
体
制
を
整
え
る
。

【
将
来
を
見
据
え
た
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
】

問　

市
民
と
行
政
が
共
に
活

動
す
る
こ
と
だ
け
が
協
働
で
は

な
い
。
公
が
す
べ
き
こ
と
は
公

が
、
市
民
が
で
き
る
こ
と
は
市

民
が
行
う
こ
と
も
補
完
性
の
原

理
の
一
部
で
あ
り
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
で
あ
る
。
施
政
方
針

に
あ
る
行
財
政
運
営
を
実
現
す

る
市
民
と
の
協
働
と
は
。

答　

協
働
の
指
針
に
お
い
て

示
し
て
い
る
協
働
の
基
本
的
な

進
め
方
、
８
つ
の
原
則
に
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

意
見　

市
民
福
祉
向
上
を
目

指
す
行
財
政
運
営
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
市
民
と
の
協
働
を

推
進
し
、
将
来
に
負
担
を
先
送

り
し
な
い
こ
と
。
そ
し
て
本
市

全
体
を
運
営
し
て
い
く
た
め
に

は
、
全
市
的
な
協
働
の
取
り
組

み
が
必
要
。
全
事
業
に
つ
い
て
、

協
働
の
取
り
組
み
が
で
き
な
い

か
真
剣
に
考
え
る
べ
き
。

【
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
】

問　

行
政
を
運
営
し
て
い
く

仕
組
み
が
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。
総
合
計
画
は
本
市
の

一
番
重
要
な
計
画
で
、
そ
れ
を

達
成
す
る
た
め
に
施
策
評
価
や

事
務
事
業
評
価
を
作
成
し
、
達

成
度
を
管
理
し
て
い
る
。
こ
の

仕
組
み
が
行
政
を
回
す
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
だ
が
、
総
合
計
画
と

分
野
別
計
画
と
の
整
合
性
が
と

れ
て
い
な
い
。
第
６
次
総
合
計

画
策
定
時
の
整
合
性
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

答　

総
合
計
画
と
分
野
別
計

画
の
期
間
や
内
容
、
目
標
値
に

つ
い
て
整
合
性
を
図
り
た
い
。

意
見　

行
政
に
お
い
て
は
、

黒
字
だ
か
ら
い
い
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
。
何
の
事
業
を
し
て

ど
う
い
う
成
果
が
得
ら
れ
、
ど

う
市
民
福
祉
の
向
上
に
つ
な
が

っ
た
の
か
、
市
民
に
対
し
て
説

明
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
引
き
続
き
し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

【
オ
ー
ル
宝
塚
と
し
て
の
観
光
】

問　

国
の
成
長
戦
略
は
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
促
進
で
あ
る
。
本

市
も
力
を
入
れ
て
、
外
国
人
観

光
客
に
来
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
文
化
芸
術
セ
ン
タ

ー
及
び
庭
園
に
つ
い
て
、
今
後

ど
の
よ
う
に
海
外
に
発
信
す
る

の
か
。

答　

現
在
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

戦
略
は
な
い
が
、
本
市
の
成
長

戦
略
で
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
非

常
に
重
要
と
考
え
て
い
る
。
目

標
を
掲
げ
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー

及
び
庭
園
の
担
う
役
割
を
整
理

し
、
集
客
施
設
と
し
て
だ
け
で

な
く
、
情
報
発
信
拠
点
と
し
て

市
全
体
の
魅
力
的
な
情
報
を
さ

ま
ざ
ま
発
信
し
て
い
き
た
い
。

問　

本
市
の
観
光
戦
略
策
定

の
た
め
設
置
す
る
観
光
振
興
会

議
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　

各
分
野
の
有
識
者
や
市

民
が
入
り
、
観
光
戦
略
を
も
と

に
さ
ま
ざ
ま
な
見
直
し
を
行
い
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
考
え
方
も
位

置
付
け
、
出
し
て
も
ら
っ
た
提

言
を
行
政
計
画
に
し
て
い
く
。

小林駅周辺整備の内容は
新年度は施設規模等を検討

公明党議員団
江原　和明

インバウンドに力を入れよ
新たなビジョンを検討する

たからづか真政会
伊福　義治
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【
平
和
啓
発
へ
の
取
り
組
み
を
】

問　

市
民
が
よ
り
安
全
に
生

き
生
き
と
暮
ら
す
に
は
平
和
で

あ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

平
和
主
義
を
定
め
た
憲
法
９
条

の
理
念
や
意
義
を
市
が
内
外
に

発
信
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

答　

本
市
は
非
核
平
和
都
市

宣
言
を
行
い
、
核
兵
器
廃
絶
平

和
推
進
基
本
条
例
を
施
行
し
て

い
る
。
平
和
を
守
る
た
め
の
声

を
上
げ
ら
れ
る
の
は
市
民
の
暮

ら
し
を
支
え
る
基
礎
自
治
体
で

あ
る
。
今
後
も
平
和
な
社
会
づ

く
り
に
取
り
組
む
。

【
消
費
税
増
税
に
よ
る
影
響
は
】

問　

消
費
税
８
％
へ
の
引
き

上
げ
に
よ
る
消
費
の
落
ち
込
み

が
長
引
く
中
、
10
％
に
増
税
さ

れ
る
と
市
民
の
消
費
に
ど
の
よ

う
な
影
響
が
あ
る
と
考
え
る
か
。

答　

前
回
の
増
税
時
に
取
り

ま
と
め
ら
れ
た
宝
塚
市
商
工
業

実
態
調
査
報
告
書
で
は
、
売
り

上
げ
に
増
税
の
影
響
が
あ
っ
た

と
回
答
し
た
事
業
者
は
52
・
５

％
で
あ
り
、
今
回
の
増
税
に
お

い
て
も
市
内
経
済
に
同
様
の
影

響
が
考
え
ら
れ
る
。

問　

低
所
得
世
帯
や
子
育
て

世
帯
に
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

の
販
売
が
さ
れ
る
。
子
ど
も
が

い
な
い
世
帯
が
店
舗
で
商
品
券

を
使
う
場
合
、
低
所
得
者
と
宣

言
す
る
こ
と
に
な
る
。
使
用
を

躊
躇
す
る
人
が
い
る
の
で
は
。

答　

各
店
舗
に
は
使
用
者
に

対
す
る
配
慮
を
お
願
い
で
き
る

よ
う
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

【
国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
を
】

問　

市
民
の
約
21
％
が
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
お
り
、

加
入
世
帯
の
平
均
所
得
は
１
２

２
万
円
以
下
。
対
し
て
、
１
世

帯
当
た
り
の
保
険
税
額
は
約
16

万
９
千
円
、
さ
ら
に
家
族
の
人

数
に
応
じ
て
５
万
２
６
０
０
円

が
課
算
さ
れ
、
多
く
の
市
民
が

悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
。
保
険
税

の
引
き
下
げ
は
。

答　

２
０
１
９
年
度
の
保
険

税
額
に
つ
い
て
は
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
に
諮
問
し
た
結

果
、
保
険
税
を
据
え
置
く
と
の

答
申
が
あ
り
改
定
は
し
な
い
。

問　

納
税
相
談
の
対
応
に
、

職
員
差
が
あ
る
と
聞
く
が
。

答　

職
員
の
対
応
に
差
が
出

な
い
よ
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
配
付

し
、
ま
ず
は
状
況
を
把
握
し
、

相
手
の
気
持
ち
に
な
っ
て
対
応

す
る
こ
と
を
掲
げ
て
お
り
、
し

っ
か
り
取
り
組
む
。

【
が
ん
検
診
受
診
率
向
上
を
】

問　

が
ん
は
２
人
に
１
人
が

か
か
り
、
３
人
に
１
人
は
が
ん

で
死
亡
す
る
国
民
病
で
あ
る
。

早
期
発
見
が
大
切
だ
が
本
市
の

取
り
組
み
は
。

答　

が
ん
検
診
の
受
診
に
つ

い
て
個
別
の
受
診
勧
奨
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
誌
等
で
啓
発

し
て
い
る
。
ウ
ェ
ブ
予
約
を
導

入
す
る
な
ど
利
便
性
の
向
上
を

図
っ
て
い
る
。

意
見　

が
ん
検
診
が
、
が
ん

の
早
期
発
見
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
市
民
の
健
康
を
守
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
用
い
、
受

診
の
呼
び
か
け
を
。

【
市
民
と
の
協
働
の
推
進
】

問　

協
働
の
指
針
策
定
後
５

年
が
経
過
。
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
っ
た
が
、
市
民
へ
の
浸
透

率
が
低
い
。
周
知
の
た
め
に
全

戸
配
布
し
た
チ
ラ
シ
の
効
果
は
。

答　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が

市
全
域
で
構
成
さ
れ
て
20
年
。

認
知
度
向
上
に
つ
い
て
一
定
成

果
は
認
識
し
て
い
る
が
、
必
ず

し
も
高
く
は
な
い
。
今
後
、
効

果
的
な
手
法
の
検
討
を
進
め
る
。

問　

自
治
会
の
協
力
な
し
に
、

市
民
一
人
ひ
と
り
に
物
事
を
浸

透
さ
せ
る
の
は
困
難
で
は
な
い

か
。
自
治
会
の
連
合
体
が
不
要

と
の
意
見
も
あ
る
が
、
も
う
少

し
う
ま
く
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

答　

地
域
活
動
で
自
治
会
が

中
心
と
な
る
こ
と
は
以
前
か
ら

変
わ
ら
な
い
。
そ
れ
を
横
に
つ

な
ぐ
組
織
が
自
治
会
の
連
合
体

で
あ
り
、
連
携
は
大
事
。
今
後

も
連
携
は
図
っ
て
い
き
た
い
。

問　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

条
例
化
に
当
た
り
自
治
会
の
役

割
が
大
き
い
と
考
え
る
が
、
審

議
す
る
委
員
会
へ
の
参
加
者
は

限
ら
れ
る
。
自
治
会
の
方
々
も

含
め
た
議
論
の
場
が
必
要
で
は
。

答　

素
案
の
段
階
で
、
地
域

自
治
を
担
う
関
係
者
と
の
場
を

設
け
、
意
見
交
換
を
重
ね
た
上

で
条
例
案
を
作
成
す
る
な
ど
、

丁
寧
な
プ
ロ
セ
ス
に
努
め
る
。

問　

地
域
ご
と
の
ま
ち
づ
く

り
計
画
策
定
に
お
い
て
、
地
域

の
総
意
は
ど
う
捉
え
る
の
か
。

答　

計
画
見
直
し
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
で
は
、
公
開
性
・
透
明

性
、
そ
し
て
議
論
を
尽
く
し
て
、

民
主
制
に
配
慮
す
る
よ
う
示
し

て
お
り
、
最
終
案
が
で
き
た
段

階
で
、
も
う
一
度
地
域
で
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
み
た
い
な

こ
と
も
お
願
い
し
た
い
と
い
う

よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

意
見　

こ
れ
ま
で
の
や
り
方

で
、
市
民
の
協
力
を
得
て
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
け

る
の
か
、
手
法
を
見
直
す
時
期

が
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

他
市
の
事
例
ば
か
り
並
べ
ず
、

宝
塚
の
地
域
自
治
の
構
築
を
。

【
予
算
規
模
に
市
民
の
声
は
生

か
さ
れ
て
い
る
か
】

問　

市
民
が
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
に
関
わ
り
、
行
政
が
責
務

を
果
た
す
こ
と
で
宝
塚
市
は
よ

く
な
っ
て
い
く
。
市
民
が
成
し

得
な
い
部
分
で
あ
る
社
会
資
本

整
備
に
か
け
る
投
資
的
経
費
の

予
算
は
23
億
円
で
足
り
る
の
か
。

答　

投
資
的
経
費
は
、
ハ
ー

ド
や
ソ
フ
ト
を
含
む
事
業
費
で
、

多
分
野
に
わ
た
り
、
使
途
は
安

全
都
市
基
盤
が
42
％
を
占
め
る
。

今
後
、
費
用
が
足
り
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
は
、
こ
の
中
で
優

先
順
位
を
つ
け
な
が
ら
、
事
業

を
採
択
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

意
見　

地
域
ご
と
の
ま
ち
づ

く
り
計
画
の
実
現
に
は
、
財
源

確
保
も
重
要
。
実
現
が
実
感
で

き
な
い
計
画
づ
く
り
は
市
民
に

と
っ
て
負
担
で
し
か
な
い
。
財

源
の
確
保
と
、
市
民
と
行
政
と

の
役
割
分
担
を
し
っ
か
り
し
た

上
で
進
め
て
ほ
し
い
。

憲法 ９ 条を守る声の発信を
平和な社会づくりに取り組む

日本共産党宝塚市会議員団
みとみ　稔之

市民主体のまちづくりとは
地域自治を確立し協働で実現
安全で誇れる宝塚をつくる会

細川　知子
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【
こ
れ
か
ら
の
都
市
経
営
】

　

問　

「
夢
・
未
来　

た
か
ら

づ
か
創
生
総
合
戦
略
」
の
こ
れ

ま
で
の
総
括
と
課
題
は
。

答　

基
本
目
標
の
達
成
が
難

し
い
指
標
へ
の
対
応
が
課
題
。

地
方
創
生
推
進
交
付
金
の
活
用

等
、
効
果
的
な
事
業
を
実
施
し
、

目
標
達
成
に
向
け
取
り
組
む
。

問　

新
名
神
高
速
道
路
宝
塚

北
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
供
用
開
始
に
よ
り
、
交
通
量

も
増
え
、
課
題
も
多
く
出
る
と

予
想
さ
れ
る
が
、
東
消
防
署
西

谷
出
張
所
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答　

北
部
地
域
防
災
拠
点
整

備
事
業
に
よ
り
、
消
防
団
や
関

係
部
局
と
の
連
携
を
強
化
し
、

災
害
対
応
能
力
を
向
上
す
る
。

【
観
光
・
文
化
・
産
業
】

問　

文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
、

新
宝
塚
ホ
テ
ル
、
宝
塚
大
劇
場
、

手
塚
治
虫
記
念
館
、
花
の
み
ち

等
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

答　

花
の
み
ち
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
事
業
等
に
よ
り
、
歩
行
者
を

重
視
し
た
憩
い
や
に
ぎ
わ
い
の

空
間
整
備
に
努
め
る
。

問　

観
光
客
に
よ
る
経
済
効

果
創
出
の
た
め
の
情
報
発
信
は
。

答　

誘
客
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
設

定
や
旅
行
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

積
極
的
な
情
報
発
信
に
努
め
る
。

【
安
全
・
都
市
基
盤
】

問　

土
砂
災
害
対
策
は
早
期

の
取
り
組
み
が
必
要
。
計
画
は
。

答　

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
50
カ
所
の
う
ち
、
市
所
有
地

で
、
住
宅
等
へ
の
影
響
が
想
定

さ
れ
る
４
カ
所
の
安
全
対
策
の

工
法
検
討
を
進
め
て
お
り
、
そ

の
中
で
優
先
度
の
判
定
を
行
う
。

問　

荒
地
西
山
線
の
早
期
完

成
に
向
け
、
ど
う
進
め
る
の
か
。

答　

小
林
工
区
は
事
業
認
可

を
４
カ
年
延
伸
。
千
種
工
区
は
、

２
０
１
９
年
度
に
本
線
工
事
に

着
手
予
定
。
積
極
的
な
国
へ
の

要
望
活
動
で
必
要
な
事
業
費
を

確
保
し
、
早
期
完
成
を
目
指
す
。

問　

西
山
小
学
校
の
通
学
路

と
し
て
も
対
策
が
必
要
で
は
。

答　

必
要
な
対
応
を
行
う
。

【
命
を
守
る
ま
ち
づ
く
り
】

問　

児
童
虐
待
は
、
早
期
発

見
・
支
援
が
重
要
だ
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
策
と
は
。

答　

宝
塚
市
要
保
護
児
童
対

策
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
早

期
発
見
、
早
期
対
応
、
再
発
防

止
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
学
校

園
に
つ
い
て
は
、
家
庭
児
童
相

談
室
職
員
が
訪
問
し
、
子
ど
も

や
保
護
者
か
ら
の
サ
イ
ン
を
見

逃
さ
な
い
よ
う
、
研
修
を
行
い

対
応
力
向
上
に
努
め
て
い
る
。

【
市
立
病
院
】

問　

２
０
１
８
年
４
月
に
、

が
ん
セ
ン
タ
ー
を
オ
ー
プ
ン
し
、

放
射
線
治
療
を
開
始
。
現
状
は
。

答　

放
射
線
治
療
の
医
師
は

非
常
勤
２
人
で
あ
っ
た
が
、
10

月
か
ら
常
勤
医
師
１
人
を
採
用

し
、
体
制
が
整
い
つ
つ
あ
る
。

２
０
１
９
年
度
に
放
射
線
技
師

２
人
を
採
用
す
る
よ
う
進
め
て

お
り
、
一
人
で
も
多
く
の
患
者

が
安
全
に
放
射
線
治
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

【
市
公
文
書
に
お
け
る
表
記
】

　

問　

「
障
害
」
の
表
記
を
平

成
22
年
に
「
障
が
い
」
に
変
更

し
、
今
回
「
障
碍
（
が
い
）
」

に
変
更
す
る
理
由
は
。
変
更
す

る
の
は
法
令
が
改
正
さ
れ
た
場

合
だ
っ
た
は
ず
で
は
。
誰
が
変

更
を
決
め
た
の
か
。

　

答　

「
碍
」
の
意
味
す
る
社

会
的
障
壁
等
を
取
り
除
き
、
暮

ら
し
や
す
い
社
会
実
現
を
図
る

た
め
。
国
の
動
き
を
受
け
平
成

30
年
12
月
に
宝
塚
家
族
会
か
ら

市
長
宛
て
で
表
記
変
更
の
要
望

書
が
出
さ
れ
、
障
害
者
（
児
）

団
体
連
絡
協
議
会
の
４
団
体
に

意
見
照
会
し
、
市
が
決
定
し
た
。

問　

先
に
新
聞
で
表
記
変
更

が
報
道
さ
れ
た
が
、
本
来
自
立

支
援
協
議
会
等
で
意
見
を
聞
く

べ
き
。
当
事
者
抜
き
で
決
め
る

の
は
お
か
し
い
。
市
の
考
え
は
。

答　

碍
の
字
の
本
来
の
意
味

を
市
民
に
広
め
、
心
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
推
進
と
い
う
思
い
を

関
係
団
体
に
も
説
明
し
て
い
く
。

意
見　

当
事
者
か
ら
は
今
の

社
会
環
境
で
は
暮
ら
し
に
く
い

と
い
う
意
見
が
あ
る
。
う
わ
べ

だ
け
で
な
く
、
施
策
の
推
進
を
。

【
障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
の

受
注
例
】

問　

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
が

作
成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
ポ

ス
テ
ィ
ン
グ
業
務
を
障
が
い
者

福
祉
事
業
所
へ
平
成
29
年
度
は

発
注
し
た
が
、
平
成
30
年
度
は

な
ぜ
発
注
し
な
か
っ
た
の
か
。

答　

啓
発
冊
子
の
完
成
が
遅

れ
た
た
め
、
や
む
な
く
国
の
補

助
対
象
期
間
中
に
配
布
で
き
る

民
間
事
業
者
に
発
注
し
た
。

問　

今
後
は
前
年
度
の
実
績

以
上
と
し
、
優
先
調
達
の
目
標

数
値
を
立
て
て
ほ
し
い
が
。

答　

で
き
る
だ
け
多
く
発
注

す
る
よ
う
庁
内
周
知
し
て
い
く
。

意
見　

全
体
を
把
握
し
、
障

が
い
者
の
所
得
の
向
上
対
策
を
。

【
障
が
い
者
・
児
の
計
画
等
】

問　

平
成
30
年
４
月
か
ら
新

し
く
制
度
化
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス

が
利
用
で
き
る
事
業
所
は
。

答　

現
在
、
未
整
備
で
あ
る
。

問　

自
立
支
援
協
議
会
に
障

害
福
祉
計
画
等
の
進
捗
状
況
の

報
告
が
な
い
と
議
論
も
で
き
な

い
。
例
え
ば
地
域
生
活
支
援
拠

点
整
備
の
実
施
計
画
は
い
つ
か
。

答　

平
成
31
年
度
に
自
立
支

援
協
議
会
へ
報
告
し
、
平
成
32

年
度
の
整
備
に
努
め
て
い
く
。

【
障
が
い
者
の
市
職
員
採
用
】

問　

本
市
は
知
的
障
が
い
者

の
雇
用
が
ゼ
ロ
。
伊
丹
市
の
よ

う
に
、
国
の
制
度
を
利
用
し
て

雇
用
す
る
べ
き
と
思
う
が
。

答　

国
の
制
度
も
活
用
で
き

る
よ
う
、
雇
用
を
進
め
た
い
。

【
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
】

問　

市
の
今
後
の
支
援
は
。

答　

支
援
者
の
確
保
と
、
さ

ら
な
る
指
導
者
の
養
成
に
取
り

組
み
、
環
境
整
備
を
進
め
る
。

問　

文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
で

障
が
い
者
ア
ー
ト
展
等
は
ど
う

か
。
庁
内
で
も
横
の
連
携
を
。

答　

関
係
団
体
や
庁
内
で
の

連
携
を
十
分
と
り
、
推
進
体
制

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

花のみち周辺の未来は
ときめきと憩いの空間に

市民ネット宝塚
石倉　加代子

障害者計画の着実な推進を
これからの整備に努める

ともに生きる市民の会
井上　聖
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　 3 月定例会では、市長から提案された議案など計67件について審議しました。
　提出された議案は一部を除き、予算特別委員会と 3 つの常任委員会（総務・文教生活・
産業建設）に付託し、慎重に審査しました。
　ここでは、各常任委員会で審査された主な議案を報告します。

3 月定例会の議案審議から3月定例会の議案審議から

一般会計から病院事業会計へ5.5億円を貸し付け

■平成30年度宝塚市一般会計補正予算（第 6 号）

概要　平成30年度一般会計の歳
さ い

入
にゅう

歳
さ い

出
しゅつ

予
よ

算
さ ん

の総
そ う

額
が く

にそれぞれ 8 億7,200万円を増
ぞ う

額
が く

し、

補
ほ

正
せ い

後
ご

の総額を 803 億3,707万 8 千円とするものです。

主な審議内容　今回の補正予算で一般会計から病院事業会計へ 5 億 5 千万円の貸し付

けをすることになった大きな要因は何かとの問いに対し、平成30年度の病院事業会計

当初予算において 3 億 3 千万円の赤字を見込んでいたが、消化器内科医師の大量退職

等の影響により、年度途中に 6 億円近い赤字となる見込みとなったことと、地方公営

企業法において、病院事業における一時借入金は 1 年間でいったんゼロにする必要が

あるため 5 億 5 千万円の貸し付けをするとの答弁がありました。

　市民税が 2 億5,600万円の減額補正となっているがその理由は何かとの問いに対し、

減額となった理由として、 1 点目はふるさと納税における寄附金税額控除の増額、 2

点目は市民税所得割において給与所得者等の伸びが当初の想定よりも伸びなかったた

めとの答弁がありました。

　平成30年の台風被害による復旧工事の一部が来年度に実施されるようだが、工事完

了はいつかとの問いに対し、普
ふ

通
つ う

河
か

川
せ ん

治
ち

水
す い

事
じ

業
ぎょう

及び農
の う

林
り ん

施
し

設
せ つ

災
さ い

害
が い

復
ふ っ

旧
きゅう

事
じ

業
ぎょう

については

6 月までには工事の完了を、公
こ う

園
え ん

施
し

設
せ つ

災
さ い

害
が い

復
ふ っ

旧
きゅう

事
じ

業
ぎょう

については夏休みまでには工事完

了を、河
か

川
せ ん

等
と う

施
し

設
せ つ

災
さ い

害
が い

復
ふ っ

旧
きゅう

事
じ

業
ぎょう

については 5 月末の竣
しゅん

工
こ う

を目指し工事を進めるとの答

弁がありました。

　その他、病院のキャッシュ・フロー改善の考え方、青
せ い

年
ね ん

就
しゅう

農
の う

給
きゅう

付
ふ

金
き ん

が減額されてい

る理由、ふるさと納税記念品数の推移、自治会補助金が減額されている理由、平成30

年度の時間外勤務が増加している理由などについての質疑がありました。

全員一致

可決
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市立文化芸術センター及び庭園の指定管理者の指定

概要　2020年 4 月 1 日から2025年 3 月31日までの間における宝塚市立文化芸術センタ

ー及び宝塚文化芸術センター庭園の指
し

定
て い

管
か ん

理
り

者
し ゃ

として、宝塚みらい創造ファクトリー

を指定するものです。

主な審議内容　委員会では、 3 つの論点を設定し、慎重な審査が行われました。 1 つ

目の論点「指定管理者の選定のあり方について」では、指定管理者選定委員会での評

価が満場一致ではなかったことについての市の考え、選定委員の選考方法や委員構成

及び欠
け っ

格
か く

事
じ

項
こ う

に関する確認、指定管理者の公募条件、指定管理者選定委員会の議事録

の内容の確認などについての質疑がありました。次に、 2 つ目の論点「指定管理者の

提案内容について」では、施設の開設準備業務と指定管理業務との関係、市内業者の

活用や市民の雇用、共
きょう

同
ど う

企
き

業
ぎょう

体
た い

である宝塚みらい創造ファクトリーの各構成員の事業

内容、実施する予定の企
き

画
か く

展
て ん

の内容、駐車場の課題などについての質疑がありました。

そして、 3 つ目の論点「市民サポーターの考え方について」では、市民サポーターに

ついての市の考え及び指定管理候補者の提案内容、協働のあり方の中での課題、市民

サポーター活動に関する相談窓口や市民との協働を続けるために意見を言える場所な

どについての質疑がありました。論点以外でも、指定管理者の実績や地域及び文化へ

の理解、選定委員会の意見を受けての

市の取り組み、自主事業における運営

能力（福祉、教育など関連分野への寄

与）について選定委員会の評価が低か

ったことに対する市の考えと市全体と

して今後どう盛り上げていくかなどの

質疑がありました。

　討論では、委員会及び本会議で、賛

成討論と反対討論が行われました。

◆本会議での各議員の賛否（賛成＝○、反対＝×）　

会　派　名 たからづか
真政会

公明党
議員団

日本共産党
宝塚市会議員団

安全で誇れる
宝塚をつくる会

市民ネット
宝塚

ともに生きる
市民の会

無
所
属

 議員名

案件名・結果

伊
福　

義
治

浅
谷　

亜
紀

大
川　

裕
之

た
け
し
た
正
彦

冨
川
晃
太
郎

江
原　

和
明

中
野　
　

正

藤
岡　

和
枝

三
宅　

浩
二

と
な
き
正
勝

田
中　

こ
う

た
ぶ
ち
静
子

み
と
み
稔
之

北
山　

照
昭

細
川　

知
子

若
江
ま
さ
し

寺
本　

早
苗

石
倉
加
代
子

北
野　

聡
子

井
上　
　

聖

大
島
淡
紅
子　

梶
川
み
さ
お

岩
佐
ま
さ
し

公の施設（宝塚市立文化芸術センター及び宝塚文化
芸術センター庭園）の指定管理者の指定について
 可決（賛成多数）

棄
権○棄

権○棄
権○○○○○○○○×○○○○

※
議
長
○○○○

※ 議長の裁決について　過半数議決の場合、議員には賛成・反対の表決権がありますが、議長には表決権がありません。ただし、表決において賛
成・反対が同数つまり「可否同数」になった場合、議長には可決か否決かを決定する裁決権が認められています。

賛成多数

可決

市立文化芸術センター・宝塚文化芸術センター庭園（整備イメージ）



10宝塚市議会報 第241号　令和元年（2019年）5月1日　

市立病院について、 2 議案を審議

■平成31年度宝塚市病院事業会計予算
概要　収

しゅう

益
え き

的
て き

収
しゅう

支
し

では、収入総額 128 億2,368万 5 千円、支出総額 128 億2,242万円、差
し引き 126 万 5 千円の黒字です。また、資

し

本
ほ ん

的
て き

収
しゅう

支
し

では、収入総額 7 億2,685万円、支
出総額16億2,794万 8 千円、差し引き 9 億 109 万 8 千円の不足で、当年度分損

そ ん

益
え き

勘
か ん

定
じょう

留
りゅう

保
ほ

資
し

金
き ん

等で補
ほ

填
て ん

するものです。

主な審議内容　乳がんの術後治療の必要性から、平成31年 4 月に設置すると聞いてい
た乳

にゅう

腺
せ ん

外
げ

科
か

の状況についての質問に対し、昨年、外科部長が専門医の資格を取ったた
め、 4 月 1 日から院

い ん

内
な い

標
ひょう

榜
ぼ う

を行うことと決定しており、もう 1 人、兵庫医科大学から
常
じょう

勤
き ん

医師の派
は

遣
け ん

を受けることができれば、正式な標榜科として乳腺外科を立ち上げる
予定としているとのことでした。
　また、市立病院の正

しょう

面
め ん

玄
げ ん

関
か ん

の車寄せの部分は狭く、混
こ ん

雑
ざ つ

時
じ

に福祉タクシーなどで来
院する際は危険であるが、他に車だまりを設けるなどの検討はしているのかとの質問
に対し、近年、特に福祉タクシーの来院台数は増えており、課題であると認

に ん

識
し き

してい
るが、現在は正面玄関前に 3 台分ぐらいのスペースがあるので、保

ほ

安
あ ん

員
い ん

が誘
ゆ う

導
ど う

してや
りくりしている状況であるとのことでした。
　その他、病院事業会計補助金の内訳において、平成31年度予算と平成30年度予算を
比較して、項目によって増減が大きくなっている理由、今後
の消化器内科の医師の採用状況、給与費の適正化についての
検討、時間外勤務縮

しゅく

減
げ ん

の取り組み、外来患者数と外来収益と
の関係性、市立病院における 1 次と 2 次の救急受入の割合、
糖
と う

尿
にょう

病
びょう

内
な い

科
か

の強化に伴った、患者の栄養管理などの観点から
の健康センターとの連携の必要性、市立病院経

け い

営
え い

改
か い

革
か く

検
け ん

討
と う

会
か い

の進捗状況、市立病院の今後の経営のあり方などについての
質疑がありました。

■平成30年度宝塚市病院事業会計補正予算（第 3 号）
概要　収益的収入及び支出について、運

う ん

転
て ん

資
し

金
き ん

に充てるため一般会計から長期借入金
5 億 5 千万円を借り入れるものです。

主な審議内容　他会計からの長期借入金の返済が終わらない上で、新たに貸し付けを
受けることになるが、現在の経営状況で償

しょう

還
か ん

計
け い

画
か く

にのっとった返済が可能なのか、資
金繰りのめどは付いているのか、また、償還計画の期間中にも行われると考えられる、
建物等の老

ろ う

朽
きゅう

化
か

に伴う大
お お

型
が た

修
しゅう

繕
ぜ ん

の時期及び規模についてなどの質疑がありました。

全員一致

可決

いずれも
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平成31年度水道・下水道事業会計予算を可決　　

水道予算の概要　収益的収支の予定額は、水道事業収益47億6,977万 2 千円、水道事業

費用51億 757 万 1 千円、差し引き 3 億3,779万 9 千円の赤字です。また、資本的収支の

予定額は、資本的収入31億2,950万 1 千円、資本的支出37億9,346万 5 千円、差し引き 6

億6,396万 4 千円の不足で、損益勘定留保資金等で補
ほ

填
て ん

するものです。主な建
け ん

設
せ つ

改
か い

良
りょう

事
じ

業
ぎょう

は、管路更新事業 8 億7,400万円、浄
じょう

水
す い

処
し ょ

理
り

強
きょう

化
か

事
じ

業
ぎょう

3 億7,520万円、新庁舎建設事業

2 億8,336万 5 千円、送
そ う

配
は い

水
す い

施
し

設
せ つ

機
き

械
か い

設
せ つ

備
び

等
と う

更
こ う

新
し ん

事
じ

業
ぎょう

2 億3,845万円、基
き

幹
か ん

施
し

設
せ つ

耐
た い

震
し ん

化
か

事
じ

業
ぎょう

2 億2,515万円などです。

主な審議内容　水道管路の耐震化率の目標に

対する遅れについての市の考え、浄水用薬品

の使用量の減少理由と保管状況、水道事業会

計から病院事業会計への貸し付けの内容、配
は い

水
す い

池
ち

及び加
か

圧
あ つ

所
し ょ

の耐震化、資本的収支不足額

の補
ほ

填
て ん

資金の状況、阪神水道企業団からの受

水開始によって得たスケールメリット、上下

水道事業審
し ん

議
ぎ

会
か い

における水道法改正について

の議論などの質疑がありました。

下水道予算の概要　収益的収支の予定額は、下水道事業収益46億1,890万 7 千円、下水

道事業費用43億1,732万 2 千円、差し引き 3 億 158 万 5 千円の黒字です。また、資本的

収支の予定額は、資本的収入13億3,448万 1 千円、資本的支出35億 155 万 8 千円、差し

引き21億6,707万 7 千円の不足で、損益勘定留保資金等で補
ほ

填
て ん

するものです。主な建設

改良事業は、公
こ う

共
きょう

下
げ

水
す い

道
ど う

雨
う

水
す い

整
せ い

備
び

事
じ

業
ぎょう

2 億 760 万円、公
こ う

共
きょう

下
げ

水
す い

道
ど う

汚
お

水
す い

整
せ い

備
び

事
じ

業
ぎょう

2 億 

万円などです。

主な審議内容　資本的収支不足額を補
ほ

填
て ん

する損益勘定留保資金等の状況、雨
う

水
す い

幹
か ん

線
せ ん

の

改良工事の現状と今後の予定、上下水道事業審議会における下水道使用料の市民負担

についての議論の状況、また、下水道使用料の再値上げの必要性の有無及び一般会計

から下水道事業会計へのさらなる資金援助を求めることについてどう考えるかなどの

質疑がありました。

全員一致

可決

いずれも

小林配水池

100
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可決
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国民健康保険税の減免期間の見直しに伴い、条例を一部改正

概要　国
こ く

民
み ん

健
け ん

康
こ う

保
ほ

険
け ん

加
か

入
にゅう

者
し ゃ

のうち、いわゆる旧
きゅう

被
ひ

扶
ふ

養
よ う

者
し ゃ

に係る保険税の減
げ ん

免
め ん

について、
本年 4 月から、国の通知に基づく減免期間の見直しに合わせた対応を行うため、条例
の一部を改正するものです。

主な審議内容　変更に当たっての影響額は幾
い く

らなのかという質問に対し、現在、旧被
扶養者に係る保険税の減免制度を適用している世帯は 427 世帯で、減免額は約3,150万
円であり、そのうち、今回の改正によって 227 世帯、約 770 万円が減免の対

た い

象
しょう

外
が い

とな
るとのことでした。
　また、制度の見直し前には国からの予算措置等はあったのかという質問に対し、財
源については、満

ま ん

額
が く

ではないものの約3,150万円のうちの一定部分までは、国から特
と く

別
べ つ

調
ちょう

整
せ い

交
こ う

付
ふ

金
き ん

として支給されているとのことでした。
　その他、今回の改正により減免の対象外となる世帯のうち、所得が低い世帯などが
市の条例による減免に移行する場合の対象者数及び市の負担増などについての質疑が
ありました。

全員一致

可決

犯罪被害者支援条例の全部改正

概要　犯罪被害者等の支援に関する基本理念を定め、市、市民及び事業者の責
せ き

務
む

を明
らかにし、これまでの支援金の支給の他、日常生活の支援、居住の安定のための支援、
精神的な被害からの回復に向けた支援を新たに規定することにより、よりいっそう、
犯罪被害者等に寄り添った支援を行うため、条例の全部を改正するものです。
　　
主な審議内容　犯罪被害相談員の資格の想定、遺

い

族
ぞ く

支
し

援
え ん

金
き ん

及び傷
しょう

害
が い

支
し

援
え ん

金
き ん

のこれまで
の支給実績が少ないことに対する市の考え、犯罪発生後に市外へ転出した市民がこの
制度の対象者となることについての確認、犯罪被害者支援制度の市民への周知の必要
性及び周知方法の確認、カウンセリング費用の助成な
ど今回拡充した支援内容を制度設計するに当たっての
議論、相談や申請をすることが難しい性犯罪被害者へ
の配慮、防犯カメラ設置による犯罪抑

よ く

止
し

効果の重要性
と犯罪被害者支援の推進に対する市の認識などについ
ての質疑がありました。
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宝塚タウンホールの建設を

■宝塚タウンホール（仮称）の建設を求める請願
概要　市民や市外の人が集い、交流し、楽しむ「場」、災害時等に、市民が安心して
避難する「場」となる「宝塚タウンホール（仮称）」の建設を求める。請願の項目は、
①宝塚タウンホール（仮称）の建設の可能性について検討を行う検討委員会を早期に
設置すること、②近い将来に宝塚タウンホール（仮称）を建設すること。

主な審議内容　本市の厳しい財政状況で、市民ホールを建設することについてどう考
えているのかとの質疑に対し、紹介議員からは、財政が厳しいことは請願者も承知し
ているが、財政が厳しいというと何もできない。財政向上の兆

き ざ

しが見えたときに建設
できるよう、まず議論を開始してほしいとの答弁がありました。また、検討委員会の
早期設置の時期について確認したところ、建設するには時間がかかるが、議論は早く
からしてもよいと考えているとのことでした。
　自由討議において、請願者の思いはよくわかる。建設という結論ありきということ
ではないとのことであり、まずは請願項目①の検討委員会の設置のみの一部採択とし
てはどうかとの意見があり、採決の結果、請願項目①の一部採択となりました。

意 見 書

3 月定例会では、 3 件の意見書案を全員一致で可決し、関係機関へ送付しました。

意
見
書
名

食品ロス削減に向けてのさらなる取
り組みを進める意見書

妊婦が安心できる医療提供体制の充
実と健康管理の推進を求める意見書

ＵＲ賃貸住宅ストックの活用を求め
る意見書

概　

要

国においては、国、地方公共団体、
事業者、消費者等が一体となって食
品ロス削減に向けての取り組みを進
めるため、真摯に取り組むことなど
を強く求める。

国においては、妊婦が安心して医療
を受けられる体制の構築のために、
特有の合併症や疾患、投薬の注意な
どについて医師の教育や研修体制の
整備、妊婦自身が予め知識を得るこ
とができるようにすることなどに取
り組むことを求める。

ＵＲ賃貸住宅団地においては、多様
な世代が生き生きと暮らし続けられ
る住まいとまちとなるよう地域医療
福祉拠点、高齢者や子育て支援施設
の整備、健康寿命サポート住宅の供
給拡充などに取り組むことを求める。

送
付
先

衆議院議長、参議院議長、
内閣総理大臣、文部科学大臣、
厚生労働大臣、農林水産大臣、
経済産業大臣、環境大臣、
内閣府特命担当大臣
　　　（消費者及び食品安全）

内閣総理大臣、厚生労働大臣 内閣総理大臣、国土交通大臣

一部採択
請願項目１に
ついて採択
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その他の賛否が全員一致した議案
青字は議員提出議案です。

執行機関の附属機関設置に関する条例の一部を改正する条例の制定について

可 決

宝塚市市税条例等の一部を改正する条例の制定について
宝塚市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
宝塚市男女共同参画推進条例の一部を改正する条例の制定について
学校教育法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
宝塚市都市公園条例の一部を改正する条例の制定について
宝塚市建築事務及び住宅事務手数料条例の一部を改正する条例の制定について
宝塚市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について
宝塚市生産緑地地区の区域の規模に関する条件を定める条例の制定について
工事請負契約（宝塚文化芸術センター庭園整備工事（その３））の締結について
権利の放棄について
訴えの提起について
調停の申立てについて
損害賠償の額の決定について
丹波少年自然の家事務組合規約の変更に関する協議について
兵庫県市町村職員退職手当組合規約の変更に関する協議について
市道路線の認定について（４件）
平成30年度宝塚市特別会計国民健康保険事業費補正予算（第４号）
平成30年度宝塚市特別会計国民健康保険診療施設費補正予算（第３号）
平成30年度宝塚市特別会計農業共済事業費補正予算（第４号）
平成30年度宝塚市特別会計介護保険事業費補正予算（第４号）
平成30年度宝塚市特別会計宝塚市営霊園事業費補正予算（第４号）
平成30年度宝塚市一般会計補正予算（第７号）
宝塚市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について
宝塚市議会の議決すべき事件を定める条例の一部を改正する条例の制定について
宝塚市議会議員の政治倫理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
宝塚市固定資産評価審査委員会の委員選任につき同意を求めることについて（３件） 同 意
人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求めることについて（３件） 適 任

その他
結果

※ 全国知事会の「米軍基地負担に関する提言」の主旨に基づいて、地方自治の根幹を脅かす日米地位協定の見直しを国
に求める意見書の提出を求める陳情は、総務常任委員会で審査しましたが、不採択となりました。

※ 宝塚市文化財審議会の審議内容及び決議を守ることを求める陳情は、文教生活常任委員会で審査しましたが、結論を
得ずとなりました。

　 2 月 3 日に西公民館で開催しました議会報告会には、
多数ご参加いただきありがとうございました。
　 3 月定例会の議会報告会は、開催時期が市議会議員選
挙の投票日の60日前以降に当たるため、市議会の規程に
従い開催しませんでした。また、市議会の構成が変わり
ましたので、今後も開催いたしません。ご了承ください。
　 6 月定例会の議会報告会は詳細が決まり次第、本誌、
市議会ホームページ、広報たからづか等にてお知らせさ
せていただきます。

議会報告会
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宝
塚
市
議
会
は
、
昭
和
29
年

の
市
制
施
行
と
と
も
に
誕
生
し
、

今
年
65
年
を
迎
え
た
。

そ
の
間
、
そ
の
時
々
の
時
代

に
即
し
た
議
会
改
革
に
取
り
組

み
な
が
ら
市
政
運
営
の
一
翼
を

担
い
歩
み
続
け
て
き
た
。

平
成
23
年
４
月
１
日
に
は
議

会
基
本
条
例
を
施
行
し
、
市
民

に
開
か
れ
た
議
会
、
市
民
に
信

頼
さ
れ
る
議
会
、
市
民
に
親
し

ま
れ
る
議
会
を
め
ざ
し
て
議
会

活
動
を
行
い
、
精
力
的
に
議
会

改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ

の
こ
と
は
、
平
成
26
年
度
に
、

市
議
会
60
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
、
そ
れ
に
合
わ

せ
て
編
纂
し
、
発
刊
し
た
記
念

誌
「
『
歌
劇
の
ま
ち
』
の
議
会

改
革
～
市
民
と
と
も
に
歩
む
宝

塚
市
議
会
を
め
ざ
し
て
～
」
の

中
で
述
べ
て
い
る
が
、
議
会
基

本
条
例
施
行
後
の
平
成
23
年
度

か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
の
４
年

間
、
宝
塚
市
議
会
は
、
議
会
基

本
条
例
に
基
づ
き
、
議
員
間
の

自
由
討
議
の
導
入
、
議
決
事
件

の
拡
大
、
委
員
会
報
告
書
の
充

実
、
議
会
の
危
機
管
理
体
制
の

整
備
、
広
報
広
聴
委
員
会
の
設

置
、
議
会
報
告
会
と
意
見
交
換

会
の
開
催
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
議

会
改
革
に
次
々
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

今
回
は
、
そ
の
後
の
４
年
間

の
議
会
改
革
に
つ
い
て
お
伝
え

し
よ
う
と
思
う
。

平
成
26
年
度
を
終
え
た
直
後

の
平
成
27
年
４
月
、
市
議
会
議

員
の
任
期
満
了
を
迎
え
、
市
議

会
議
員
選
挙
が
執
行
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
新
人
５
人
を
含
む
26

人
の
議
員
で
第
17
期
の
宝
塚
市

議
会
を
構
成
し
、
活
動
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

新
た
な
市
議
会
の
議
会
改
革

は
、
そ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
内

容
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、
そ

れ
ら
を
熟
成
さ
せ
て
い
く
こ
と

と
、
ま
た
、
そ
れ
ま
で
に
取
り

組
め
て
い
な
か
っ
た
項
目
に
つ

い
て
新
た
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

議
会
報
告
会
に
お
い
て
は
、

分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と

に
取
り
組
み
、
説
明
時
間
を
で

き
る
だ
け
短
縮
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
発
言
機
会
を
増
や
す
よ

う
取
り
組
ん
だ
。
意
見
交
換
会

に
お
い
て
は
、
平
成
27
年
８
月

に
開
催
し
た
第
２
回
か
ら
は
、

会
場
を
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー
や
公
民
館
に
移
し
、
公
募
し

た
市
民
発
言
者
と
の
意
見
交
換

会
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
平
成

30
年
３
月
に
は
、
市
内
に
キ
ャ

ン
パ
ス
の
あ
る
甲
子
園
大
学
の

学
生
と
、
同
年
８
月
に
は
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
と
の
意
見

交
換
会
を
、
市
議
会
議
場
等
を

使
用
し
て
開
催
し
た
。

平
成
29
年
9
月
定
例
会
か
ら

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
に
対
応
。
平
成
30
年
6

月
定
例
会
か
ら
は
、
議
場
傍
聴

席
に
小
型
ス
ピ
ー
カ
ー
を
設
置

し
、
傍
聴
環
境
の
改
善
を
行
っ

た
。
ま
た
、
委
員
会
に
お
い
て

市
当
局
か
ら
提
出
さ
れ
た
資
料

に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
公
開
を
開
始
し
た
。

政
務
活
動
費
に
関
し
て
は
、

平
成
30
年
度
交
付
分
か
ら
収
支

報
告
書
に
添
付
さ
れ
た
領
収
書

等
に
つ
い
て
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
す
る
こ
と
を
決
定
し
、

今
後
掲
載
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

そ
の
他
、
疾
病
、
出
産
、
出

産
の
立
会
い
に
つ
い
て
も
、
会

議
の
欠
席
が
認
め
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
を
、
会
議
規
則
に
表
記

し
、
明
確
に
し
て
い
る
。

今
回
、
平
成
31
年
４
月
21
日

に
市
議
会
議
員
選
挙
が
執
行
さ

れ
、
新
た
に
宝
塚
市
議
会
議
員

26
人
が
選
ば
れ
た
。

今
後
、
こ
の
第
18
期
の
議
員

で
宝
塚
市
議
会
を
運
営
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
が
、
当
然
こ
れ

ま
で
行
っ
て
き
た
議
会
改
革
の

良
い
面
を
引
き
継
ぎ
、
不
足
し

て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
補
っ

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
代
表
と
し

て
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
、

市
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
、
市

民
に
親
し
ま
れ
る
議
会
を
め
ざ

し
て
。

市
議
会
60
周
年
記
念
誌

近
年
の
市
議
会
を
取
り
巻
く

状
況
や
議
会
改
革
の
動
き
に
つ

い
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

�

（
税
込
１
５
０
０
円
）

記
念
誌
の
ご
購
入
は

　

議
会
事
務
局
総
務
課
ま
で

TEL
0
7
9
7
－
77
－
2
0
3
4

※
在
庫
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
お
早
め
に

お
求
め
く
だ
さ
い
。

平成30年 8 月に開催した民生委員・児童委員との意見交換会

平成30年 7 月に市立中央公民館で開催した議会報告会

続
「
歌
劇
の
ま
ち
」

　
　
　
の
議
会
改
革
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最後までお読みいただき
ありがとうございます。

誌面へのご意見やご感想
は、議会事務局までお気軽
にお寄せください。

宝塚市議会事務局
〒665-8665
　　宝塚市東洋町 1 番 1 号
TEL  0797-77-2168（直通）
FAX  0797-74-6902

議会報「かけはし」は、す
べての世帯と事業所のポスト
に宅配でお届けしています。

発行日を過ぎても届かない
場合は、下記のフリーダイヤ
ルへご連絡ください。

ジャパンメッセンジャー
サービス㈱
　　フリーダイヤル
　　0120-240-324
　 （ 9 時～ 19時まで）

◆
わ
か
り
や
す
く
見
や
す
い
紙

面
づ
く
り
や
、
参
加
し
や
す
い

議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会
を

め
ざ
し
、
市
民
の
み
な
さ
ま
に

身
近
な
市
議
会
と
は
と
、
一
年

間
、
委
員
で
白
熱
（
？
）
し
た

議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
み
な
さ
ま
の
ご
意
見

・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。�

（
大
島
）

◆
今
回
号
で
今
任
期
最
後
の
か

け
は
し
と
な
り
ま
す
。

　

議
会
報
と
し
て
市
民
の
皆
様

に
宝
塚
市
政
を
伝
え
る
た
め
、

試
行
錯
誤
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

か
け
は
し
で
発
信
で
き
る
こ

と
に
は
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
議
場
に
、
委
員
会
室
に
お

越
し
下
さ
い
。
行
政
と
議
員
の

白
熱
し
た
討
論
を
傍
聴
下
さ
い
。

�

（
た
け
し
た
）

※
議
会
報
か
け
は
し
は
年
４
回

発
行
し
て
い
ま
す
。

次
号
は
、
令
和
元
年
８
月
１

日
発
行
予
定
で
す
。

　

市
議
会
の
本
会
議
や
委
員
会

は
一
般
に
公
開
さ
れ
て
お
り
、

ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

　

議
員
の
活
動
や
市
政
の
動
向

等
を
知
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

本
会
議
の
受
付
は
市
庁
舎
４
階

本
会
議
場
、
委
員
会
の
受
付
は

市
庁
舎
３
階
議
会
事
務
局
で
す
。

ぜ
ひ
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

６
月
定
例
会
の
日
程
は
決
ま

り
次
第
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
例
年
５
月
中
旬
以
降
か
ら
、

６
月
定
例
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
）

編
集
後
記

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

市議会の情報
◆市議会ホームページ

　会議日程や議案審査の結果等をご覧いただけます。また、本
会議や委員会の会議録検索もできます。

◆インターネット中継・録画配信
　本会議の模様を動画で配信しています。スマートフォン・タ
ブレットでも視聴可能です。

◆Facebook 
　本会議や委員会の開催日程のほか、議会報告会や意見交換会
など市議会主催イベントの情報などをお知らせしています。

◆FM宝塚　83.5MHz
　毎週 2 回（月・木）11時55分から５分間、市議会の話題をお
届けしています。
　一般質問（録音）や議長インタビューなども放送しています。
放送予定は、市議会ホームページでご確認ください。

で検索宝塚市議会

３
月
定
例
会
の
初
日
で
あ
る

２
月
15
日
は
、
本
会
議
の
開
会

前
に
議
場
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。

今
回
の
出
演
者
は
、
宝
塚
市

在
住
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
で

あ
る
中
田
潔
子
（
な
か
た
・
き

よ
こ
）
さ
ん
。
そ
し
て
、
ピ
ア

ノ
伴
奏
は
中
田
真
理
（
な
か
た

・
ま
り
）
さ
ん
で
し
た
。

中
田
潔
子
さ
ん
は
、
国
内
外

で
の
演
奏
活
動
の
傍
ら
、
後
進

の
指
導
に
も
務
め
ら
れ
、　
「
ベ

ガ 

ジ
ュ
ニ
ア 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」

の
指
導
な
ど
を
通
じ
、
宝
塚
の

音
楽
文
化
の
発
展
を
支
え
て
い

た
だ
い
て
い
る
方
で
す
。

当
日
の
演
奏
曲
目
は
、
モ
ン

テ
ィ
「
チ
ャ
ル
ダ
ッ
シ
ュ
」、

フ
ォ
ス
タ
ー
「
金
髪
の
ジ
ェ
ニ

ー
」
な
ど
計
４
曲
。

艶
や
か
な
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の

調
べ
が
議
場
全
体
を
包
み
、
ご

来
場
の
皆
様
に
憩
い
の
ひ
と
と

き
を
お
過
ご
し
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

市
議
会
で
は
1
月
16
日
、「
大

人
の
発
達
障
害
を
考
え
る
～
理

解
と
共
生
を
め
ざ
し
て
～
」
を

テ
ー
マ
に
、
市
民
と
共
に
学
ぶ

議
会
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

最
近
は
「
発
達
障
害
」
と
い

う
言
葉
を
耳
に
す
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
が
、
そ
の
理
解
は
な

か
な
か
深
ま
っ
て
い
な
い
よ
う

で
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
「
大
人
の

発
達
障
害
」
に
焦
点
を
当
て
、

そ
の
概
要
や
対
応
な
ど
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
と
し
ま
し
た
。

講
師
に
お
招
き
し
た
の
は
、

甲
子
園
大
学
心
理
学
部
教
授
の

東
斉
彰
（
あ
ず
ま
・
な
り
あ
き
）

氏
。
臨
床
心
理
士
と
し
て
の
豊

富
な
経
験
に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
例
を
踏
ま
え
て
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
市
民
１
１
０
名

の
他
、
議
員
や
市
職
員
が
共
に

聴
講
し
、
発
達
障
害
に
つ
い
て

考
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

「
中
田
潔
子
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」

議場
コンサート報告

議
会
講
演
会


